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−１−

令
和
八
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
七
年
度
に
実
施
し
た
文
化
協
会

の
事
業
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
存

じ
ま
す
。

九
月
六
日
、
喜
楽
座
に
よ
る
「
津

軽
三
味
線
で
つ
づ
る
日
本
の
唄
ま
つ

り
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
四
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

十
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で

「
第
六
十
一
回
上
三
川
町
文
化
祭
」

を
、
今
年
は
上
三
川
町
政
七
十
周
年

記
念
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
町
政
七
十
周
年
と
い

う
こ
と
で
盛
大
に
実
施
さ
れ
、

二
十
四
の
団
体
に
よ
り
、
各
部
門
で

そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
展
示
・
発
表

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
数
も

年
々
増
え
て
き
て
お
り
、
新
し
い
施

設
で
快
適
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た

が
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
会
場
が
狭

令
和
七
年
度
の
振
り
返
り
と

　
　
　
　
　

令
和
八
年
度
に
向
け
て

い
、
二
階
は
行
き
に
く
い
な
ど
、
そ

れ
に
高
齢
化
に
伴
っ
て
ス
テ
ー
ジ
へ

の
階
段
の
増
設
、
照
明
等
の
要
望
な

ど
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
、
検
討

す
べ
き
点
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆

様
の
意
見
を
も
と
に
さ
ら
に
次
年
度

は
、
誰
も
が
楽
し
め
、
満
足
で
き
る

文
化
祭
を
目
指
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
例
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

大
洗
町
と
の
交
流
は
今
年
度
も
好
評

で
し
た
。
上
三
川
町
と
大
洗
町
の
そ

れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
文

化
を
通
し
て
、
今
後
も
両
町
の
文
化

の
発
展
に
大
い
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
人
的
交
流
も
さ
ら
に

育
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
さ
ら

に
文
化
の
幅
が
広
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
民
の
誰
も
が
、
関
心

を
持
っ
て
参
加
し
、
楽
し
め
、
さ
ら

に
自
分
自
身
を
発
揮
で
き
る
場
と
な

り
、
結
果
的
に
町
全
体
の
文
化
が
高

ま
る
よ
う
な
文
化
祭
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
協
会
会
長
　
　
戸
倉

文
夫

十
一
月
十
八
日
に
は
、
文
化
協
会

全
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
川
越
市

を
訪
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
香
り

を
色
濃
く
残
す
、
徳
川
家
と
ゆ
か
り

の
深
い
「
星
野
山
（
せ
い
や
さ
ん
）

喜
多
院
」
を
訪
れ
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の

丁
寧
な
案
内
で
喜
多
院
の
歴
史
を
学

び
、
五
百
羅
漢
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
石
像
に
心
を
癒
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
川
越
祭
り
会
館
で
は
見
事
な
山
車

と
川
越
市
民
の
熱
気
の
あ
る
祭
り
の

ビ
デ
オ
を
鑑
賞
で
き
ま
し
た
。

お
昼
に
は
蔵
造
の
街
並
み
を
散
策

し
な
が
ら
、
皆
様
川
越
名
物
の
料
理

に
舌
鼓
を
打
っ
て
、
大
満
足
で
帰
路

に
つ
か
れ
ま
し
た
。

明
け
て
令
和
八
年
二
月
十
三
日
に

は
「
第
四
十
九
回
栃
木
県
文
化
振
興

大
会
」
が
、
大
田
原
市
の
「
那
須
野

が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
二
十
六
名
の
方
が
参

加
さ
れ
、
振
興
大
会
に
参
加
す
る
前

に
、
大
田
原
市
に
あ
る
黒
羽
温
泉
に

併
設
し
て
あ
る
「
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン

ラ
ー
ジ
ヒ
ル
」
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た

が
、
出
来
立
て
の
て
ん
ぷ
ら
を
次
々
と

一
人
の
方
が
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
と
て

も
温
か
み
の
あ
る
お
も
て
な
し
を
感

じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
県
の
芸
術
文
化
に
貢

献
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
の
後
、
大

田
原
、
那
須
の
皆
様
の
素
晴
ら
し
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
堪
能
し
ま
し
た
。

８
ビ
ー
ト
に
の
せ
た
「
萩
の
会
」

の
筝
曲
や
、郷
土
芸
能「
大
田
原
小
唄
」

「
黒
羽
小
唄
」
な
ど
素
晴
ら
し
い
歌
と

踊
り
が
披
露
さ
れ
、極
め
つ
け
は
「
黒

羽
も
ち
つ
き
唄
保
存
会
」
の
皆
様
に

よ
る
歌
と
演
奏
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
の

実
際
の
も
ち
つ
き
、そ
し
て「
お
か
め
」

の
面
を
つ
け
た
方
に
よ
る
会
場
で
の

餅
を
配
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
会

場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

一
年
の
主
な
行
事
を
振
り
返
っ
て

み
ま
し
た
が
、
や
は
り
自
分
た
ち
の

芸
術
、
文
化
に
精
進
し
な
が
ら
他
の

地
域
、
地
区
の
芸
術
・
文
化
に
接
し
、

ま
た
交
流
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

令
和
八
年
度
は
、
令
和
七
年
度
で

得
た
経
験
、
知
識
、
さ
ら
に
反
省
も

踏
ま
え
、
さ
ら
に
上
三
川
町
文
化
協

会
が
発
展
す
る
と
と
も
に
上
三
川
町

の
文
化
力
が
さ
ら
に
高
ま
る
よ
う
お

互
い
に
理
解
し
あ
い
、
協
力
し
あ
っ

て
い
け
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
記

令
和
八
年
三
月
十
八
日
）



定
期
総
会

◎
四
月
十
七
日
（
木
）

上
三
川
町
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ

ザ
に
て
行
い
ま
し
た
。

◆
文
化
功
労
者
と
し
て
西
口
陽
子
氏

（
日
本
民
謡
泉
松
会
）、
小
形
則
江
氏

（
上
三
川
書
道
連
盟
）、
奈
良
岡
良
介

氏
（
し
ら
さ
ぎ
吹
奏
楽
団
）
を
表
彰

し
ま
し
た
。

◆
令
和
六
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収

入
支
出
決
算
、
令
和
七
年
度
事
業
計

画
お
よ
び
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

承
認
し
ま
し
た
。

◆
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
承
認
し
ま

し
た
。

◆
会
報
『
文
化
』
第
四
十
二
号
を
発

行
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
改
選
で
尾
高
康
之

会
長
が
退
任
し
、
新
た
に
戸
倉
文
夫

会
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
尾
高
さ
ん

は
四
期
八
年
に
わ
た
っ
て
文
化
協
会

へ
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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栃
木
県
文
化
協
会
通
常
総
会

◎
五
月
二
十
七
日
（
火
）

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

第
一
回
役
員
会

◎
五
月
二
十
八
日
（
水
）

◆
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
へ
の
参
加
・

芸
術
文
化
公
演
会
・
全
体
研
修
会
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

第
二
回
役
員
会

◎
九
月
一
日
（
月
）

◆
全
体
研
修
会
の
開
催
・
大
洗
町
芸

術
文
化
祭
へ
の
派
遣
団
体
・
全
体
研

修
会
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

芸
術
文
化
公
演
会

◎
九
月
六
日
（
土
）

「
津
軽
三
味
線
で
つ
づ
る
日
本
の

唄
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
上
三
川
日
産
ホ
ー

ル
で
開
催
し
、
二
百
七
十
四
名
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。（
四
頁
参
照
）

第
六
十
一
回
上
三
川
町
文
化
祭

◎
十
月
十
七
（
金
）
～
十
九
日
（
日
）

文
化
協
会
か
ら
も
多
く
の
団
体
が

参
加
し
ま
し
た
。
大
洗
町
と
の
交
流

ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し
ま
し
た
。（
五
・

六
頁
参
照
）

第
四
十
八
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭

◎
十
月
二
十
五
日
（
土
）

大
洗
町
と
の
交
流
ス
テ
ー
ジ
を
開

催
し
、
日
本
民
謡
泉
松
会
が
出
演
し
ま

し
た
。
展
示
交
流
で
は
、
文
芸
・
陶
芸
・

絵
手
紙
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

全
体
研
修
会

◎
十
一
月
十
八
日
（
火
）

会
員
三
十
七
名
が
参
加
し
、
喜
多

退任した尾高前会長

文
化
協
会

〜
こ
の
一
年
〜

文化功労者の小形さん、奈良岡さん、西口さん

大洗町芸術文化祭（民謡部）



市
町
文
化
協
会
長
会
議

◎
三
月
三
日
（
火
）

と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
ぽ
・
ぽ
・
ら
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
四
回
役
員
会

◎
三
月
二
十
四
日
（
火
）

◆
役
員
の
一
部
改
選
・
定
期
総
会
・

文
化
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

−３−

文
化
協
会
で
は
、
町
内
の
小
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、
文
化
・

芸
術
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
た

め
に
、
会
員
が
講
師
と
な
っ
て
出
前

授
業
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
は
、
町
の

委
託
を
受
け
て
児
童
・
生
徒
文
化
体

験
子
ど
も
教
室
と
し
て
実
施
し
、
よ

り
多
く
の
子
ど
も
達
に
町
内
の
伝
統

文
化
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
は
、
十
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

◎
実
施
団
体

◆
上
三
川
町
茶
華
道
協
会

華
道
教
室
・
茶
道
教
室

◆
絵
手
紙

絵
手
紙
教
室

◆
邦
楽
伝
統
芸
能
継
承
団

翔

箏
曲
教
室

児
童
・
生
徒
文
化
体
験
子
ど
も
教
室

　
　
　
　

文
化
協
会
出
前
授
業
講
座

令
和
七
年

◆
六
月

華
道
教
室
（
北
小
）

◆
七
月

華
道
教
室
（
本
郷
北
小
）

◆
九
月

茶
道
教
室
（
本
郷
小
・
上
三
川
小
）

◆
十
月

茶
道
教
室
（
明
治
南
小
）

絵
手
紙
教
室
（
明
治
小
）

◆
十
一
月

絵
手
紙
教
室
（
坂
上
小
）

◆
十
二
月

箏
曲
教
室
（
本
郷
中
）

令
和
八
年

◆
一
月

箏
曲
教
室
（
明
治
中
）

◆
三
月

箏
曲
教
室
（
上
三
川
中
）

箏曲教室（本郷中学校）

院
・
川
越
ま
つ
り
会
館
を
見
学
し
、

蔵
造
り
の
町
並
み
を
散
策
し
ま
し
た
。

（
七
頁
参
照
）

第
三
回
役
員
会

◎
十
二
月
十
八
日
（
木
）

◆
文
化
功
労
者
の
推
薦
及
び
表
彰
規

定
の
改
定
・
会
報
『
文
化
』
の
原
稿

募
集
・
出
前
授
業
講
座
の
募
集
・
次

年
度
の
主
催
事
業
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

第
四
十
九
回
栃
木
県
文
化
振
興
大
会

◎
二
月
十
三
日
（
金
）

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

に
て
行
わ
れ
、
会
員
二
十
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

生
沼
家
住
宅
「
春
の
茶
会
」

◎
三
月
一
日
（
日
）

国
登
録
有
形
文
化
財
生
沼
家
住
宅

の
庭
園
に
あ
る
茶
室
に
て
、
町
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
「
春
の
茶
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

呈
茶
は
上
三
川
町
茶
華
道
協
会
の

戸
倉
哲
仙
先
生
が
行
い
ま
し
た
。
建

物
内
で
は
華
道
・
吊
し
雛
の
展
示
も

行
い
ま
し
た
。
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九
月
六
日
、「
上
三
川
町
文
化
協
会

創
立
五
十
周
年
記
念
・
上
三
川
町
政

七
十
周
年
記
念

令
和
七
年
度
上
三

川
町
文
化
協
会
講
演
会
『
津
軽
三
味

線
で
つ
づ
る
日
本
の
唄
ま
つ
り
コ
ン

サ
ー
ト
』」を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
内
で
た
だ
一
つ
、
町
文
化

協
会
が
、今
年
度
「
栃
木
県
文
化
協
会
」

か
ら
「
文
化
の
つ
ど
い
」
の
事
業
と
し

て
選
ば
れ
た
も
の
で
、
約
三
百
名
近
く

の
町
民
の
皆
様
が
満
席
の
状
態
で
「
喜

楽
座
」
の
素
晴
ら
し
い
津
軽
三
味
線
と

踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
伝
統
芸
能
集
団

井
坂
斗
絲

幸
社
中
「
喜
楽
座
」
は
、
国
内
は
も

と
よ
り
、
海
外
で
も
広
く
演
奏
活
動

を
し
て
お
り
、
そ
の
熱
気
あ
ふ
れ
る

パ
ワ
ー
と
華
麗
な
演
奏
、
舞
に
皆
さ

ん
感
動
さ
れ
、
熱
狂
的
な
拍
手
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
、

「
ま
た
聞
き
た
い
」、「
も
う
一
度
見
た

い
」
と
い
う
お
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
今
後
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま

た
来
町
し
て
頂
き
、
華
麗
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
頂
け
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

文
化
協
会
芸
術
文
化
公
演
会

「
津
軽
三
味
線
で
つ
づ
る

　
　

日
本
の
唄
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」

文
化
協
会
会
長
　
　
戸
倉

文
夫

出演者のひとり稲見若奈さんは町出身喜楽座の皆様

尾
高
康
之
前
会
長
が

個
展
を
開
催

三
月
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
、
尾

高
康
之
前
会
長
が
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ

プ
ラ
ザ
に
て
、
奥
様
の
真
佐
子
さ
ん

と
「
―
油
彩
画
と
昭
和
レ
ト
ロ
を
彫

る
―
尾
高
康
之
・
真
佐
子
二
人
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

康
之
さ
ん
は
油
絵
、
真
佐
子
さ
ん

は
日
光
彫
を
展
示
し
、
連
日
多
く
の

方
が
素
晴
ら
し
い
作
品
に
心
を
打
た

れ
て
い
ま
し
た
。

満員の観客

個展の様子



第
六
十
一
回
を
迎
え
る
町
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
、
文
化
協
会
か
ら
も
多

く
の
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
と
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
を
会
場
と
し
て
、
町
内

の
文
化
団
体
に
よ
る
祭
典
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
幕
式
後
の
公
演
で
は
、
茨
城
県

大
洗
町
と
の
交
流
ス
テ
ー
ジ
を
行

い
、
磯
節
保
存
会
に
よ
る
磯
節
を
ご

披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
、

町
の
文
化
の
祭
典
に
相
応
し
い
実
り

あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

◎
会
場

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

◎
会
期

十
月
十
七
日
（
金
）
～
十
九
（
日
）

※
会
員
の
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
を
中
心

に
掲
載
。

−５−

歌謡祭 音楽祭　吹奏楽

写真展 音楽祭　大正琴

絵手紙展 ふくべ細工展

第
六
十
一
回

上
三
川
町
文
化
祭



−６−

大洗町交流ステージ　磯節 大洗町交流体験（貝合わせ）

大洗町の皆さん 文芸展

陶芸絵付け体験 茶道展

書道展 文化財展



−７−

文
化
協
会
全
体
研
修
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
―
時
が
人
を
結
ぶ
ま
ち

小
江
戸
川
越
―

文
化
協
会
副
会
長
　
　
稲
見

敏
夫

十
一
月
十
八
日
、
会
員
三
十
七
名

の
参
加
を
得
て
全
体
研
修
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
小
江
戸
川
越
、
蔵

の
町
川
越
と
し
て
観
光
客
に
人
気
の

高
い
川
越
市
を
研
修
し
ま
し
た
。

川
越
市
は
、
江
戸
時
代
は
城
下
町
と

し
て
栄
え
、
現
在
も
多
く
の
史
跡
が
あ

り
当
時
の
名
残
が
残
っ
て
い
ま
す
。

最
初
に
見
学
し
た
の
は
喜
多
院
と

い
う
天
台
宗
の
寺
院
で
す
。
江
戸
時

代
、
火
災
に
よ
り
多
く
の
建
造
物
が

消
失
し
た
そ
う
で
す
が
、
徳
川
家
光

が
川
越
藩
主
堀
田
正
盛
に
復
興
を
命

じ
多
く
の
建
物
が
今
日
ま
で
文
化
財

と
し
て
残
り
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

家
光
の
命
に
よ
り
江
戸
城
紅
葉
山

よ
り
移
築
し
た
客
殿
、
書
院
、
庫
裏

な
ど
で
江
戸
城
建
築
の
一
端
を
垣
間

見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

春
日
局
化
粧
の
間
と
伝
え
ら
れ
る
部

屋
や
徳
川
家
光
誕
生
の
部
屋
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
境
内
に
は
語
釈
羅

漢
像
が
あ
り
、
年
限
の
喜
怒
哀
楽
を

巧
み
に
表
現
し
た
も
の
や
干
支
を
表

現
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
興
味
深
く

見
学
し
ま
し
た
。

次
に
川
越
ま
つ
り
会
館
を
見
学
し

ま
し
た
。
ま
つ
り
会
館
で
は
最
初
に

三
面
ス
ク
リ
ー
ン
の
映
像
で
ま
つ
え

り
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
ま
つ
り
の

に
ぎ
や
か
さ
が
伝
わ
り
、
在
り
し
日

の
川
越
の
繁
栄
ぶ
り
が
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
で
し
た
。

川
越
祭
り
会
館
に
は
川
越
ま
つ
り

で
実
際
に
曳
か
れ
る
二
台
の
山
車
が

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
精
巧
な
彫
刻

に
よ
り
飾
ら
れ
た
絢
爛
豪
華
な
山
車

の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
後
は
自
由
散
策
と
な
り
江
戸

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

な
蔵
造
り
の
町
並
み
を
多
く
の
観
光

客
と
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
見
学
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
気
の
高
い
鐘
に
は
往

事
を
偲
ば
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

研
修
を
通
し
て
城
下
町
と
し
て
栄

え
た
川
越
の
繁
栄
ぶ
り
を
想
像
し
後

世
に
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

川越まつり会館 蔵造りのまちなみ

喜多院前で集合写真



文
化
協
会
で
は
、
随
時
会
員
の
募

集
を
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
か
ら
も
興
味
の
あ
る
方
へ
の
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

★
入
会
資
格

町
内
に
活
動
の
拠
点
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
町

内
在
住
で
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

★
年
会
費

○
正
会
員

個
人　
　
　
　
　
　

一
，
〇
〇
〇
円

団
体

二
～
十
人　
　
　
　

二
，
〇
〇
〇
円

十
一
～
二
十
人　
　

三
，
〇
〇
〇
円

二
十
一
～
三
十
人

四
，
〇
〇
〇
円

三
十
一
～
四
十
人

五
，
〇
〇
〇
円

五
十
一
人
以
上　
　

六
，
〇
〇
〇
円

○
賛
助
会
員

五
，
〇
〇
〇
円
以
上

★
入
会
す
る
と
・
・
・

○
文
化
協
会
の
行
う
各
種
行
事
へ
の

参
加
や
運
営
へ
ご
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

○
皆
様
の
活
動
へ
の
補
助
制
度
が
ご

ざ
い
ま
す
。

−８−

文
化
協
会
加
盟
団
体
・
役
員
紹
介

◆
加
盟
団
体
紹
介

文
芸
部

短
歌
「
虹
の
会
」
九
名

俳
句
会

七
名

詩
作
の
会

五
名

美
術
部

絵
画
教
室

七
名

洋
画
部

八
名

日
本
画
教
室
「
華
」
十
六
名

書
道
部

上
三
川
書
道
連
盟
二
十
名

茶
道
部
・
華
道
部

上
三
川
町
茶
華
道
協
会

五
十
名

歌
謡
部

上
三
川
町
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会

四
十
名

民
謡
部

（
公
財
）日
本
民
謡
泉
松
会

六
名

舞
踊
部

文
化
協
会
舞
踊
部

二
十
名

郷
土
芸
能
部

上
郷
神
社
太
々
神
楽
保
存
会

十
名

手
芸
部

上
町
自
治
会
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

十
八
名

陶
芸
部

陶
芸
サ
ロ
ン

二
十
二
名

邦
楽
部

邦
楽
伝
統
芸
能
継
承
団

翔

五
名

文
化
財
研
究
部

上
三
川
町
文
化
財
研
究
会

二
十
六
名

囲
碁
部

上
三
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

八
名

コ
ー
ラ
ス
部

上
三
川
少
年
少
女
合
唱
団

三
十
一
名

ふ
く
べ
細
工
部

生
き
が
い
サ
ロ
ン
ふ
く
べ
の
会

七
名

大
正
琴
部

上
三
川
町
大
正
琴

琴
音
会

九
名

吹
奏
楽
部

し
ら
さ
ぎ
吹
奏
楽
団

二
十
五
名

上
三
川
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル〈
さ
く
ら
〉

十
二
名

工
芸
部

七
宝
焼
彩
の
会

八
名

写
真
部

上
三
川
写
真
ク
ラ
ブ

九
名

絵
手
紙
部

絵
手
紙

二
十
五
名全

二
十
一
専
門
部

二
十
五
団
体

四
百
四
名

◆
役
員
紹
介

会
長戸

倉
文
夫
（
茶
道
部
）

副
会
長

稲
見
敏
夫
（
文
化
財
研
究
部
）

松
本
桃
代
（
華
道
部
）

漆
原
幸
子
（
手
芸
部
）

事
務
局
長

奈
良
岡
典
子
（
吹
奏
楽
部
）

事
務
局
次
長

猪
瀬
真
喜
子
（
美
術
部
）

理
事稲

葉
喜
雄
（
ふ
く
べ
細
工
部
）

井
口
俊
雄
（
歌
謡
部
）

野
沢
充
（
文
化
財
研
究
部
）

田
中
由
紀
子
（
書
道
部
）

佐
藤
紀
男
（
写
真
部
）

膝
附
和
美
（
美
術
部
）

髙
橋
道
子
（
舞
踊
部
）

川
俣
崇
子
（
美
術
部
）

会
計猪

瀬
幸
子
（
工
芸
部
）

大
橋
茂
夫
（
美
術
部
）

会
計
監
査

上
野
キ
ミ
エ
（
文
芸
部
）

福
田
し
ず
か
（
舞
踊
部
）

顧
問関

根
豊

上
野
多
栄
子

尾
高
康
之

令
和
八
年
四
月
一
日
時
点

文
化
協
会
会
員
募
集



−９−

◆
上
三
川
町
陶
芸
サ
ロ
ン
研
修
旅
行

日
程
：
令
和
七
年
五
月
二
十
六
日（
月
）

参
加
人
数
：
十
六
名

研
修
場
所
：
桧
佐
陶
工
房

　
　
　
　
　
（
茨
城
県
笠
間
市
）

コ
ー
ス
：
笠
間
稲
荷
神
社
→
桧
佐
陶

工
房
→
那
珂
湊
魚
市
場
→

長
砂
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

桧
佐
陶
工
房
は
、
百
五
十
年
の
歴

史
と
二
千
四
百
坪
の
敷
地
を
持
ち
、

広
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
六
十
名
以
上

の
作
家
の
作
品
を
展
示
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
ろ
く
ろ
体
験
や
手
ひ
ね
り
、

絵
付
け
な
ど
の
体
験
も
さ
せ
て
く
れ

る
工
房
で
し
た
。

日
ご
ろ
、
私
達
が
興
味
関
心
の
あ

る
陶
器
の
展
示
品
に
触
れ
、
実
際
に

ろ
く
ろ
を
回
転
さ
せ
て
作
っ
て
い
る

作
家
さ
ん
の
作
業
の
様
子
や
、
陶
工

房
に
必
須
の
登
り
窯
な
ど
拝
見
し
て

同
じ
陶
器
作
り
の
雰
囲
気
を
新
鮮
に

感
じ
、
改
め
て
作
品
作
り
へ
の
意
欲

を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

展
示
品
に
も
、
作
り
手
の
感
性
や

手
法
が
作
品
に
感
じ
ら
れ
、
個
性
あ

ふ
れ
た
一
つ
一
つ
の
作
品
を
見
た
り
、

触
れ
た
り
し
な
が
ら
の
研
修
は
、
興

味
の
あ
る
サ
ロ
ン
の
皆
が
そ
れ
ぞ
れ

良
い
刺
激
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。

那
珂
湊
で
は
、
魚
メ
イ
ン
の
料
理

に
し
ば
し
歓
談
し
各
々
が
買
い
物
も

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
サ
ロ
ン
の
皆
が
元

気
に
活
躍
で
き
る
陶
芸
教
室
の
場

で
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
作
り
に
挑
戦

し
て
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報

須
田
康
子
）

会
員
通
信
欄

笠間稲荷神社で集合写真

文
芸
部

俳
句

文
芸
部

俳
句

砂
浜
を
歩
く
靴
音
春
兆
す

一
服
の
渋
め
の
お
茶
や
昼
寝
覚

恒
例
の
家
族
ビ
ン
ゴ
や
お
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
信
子

緑
陰
の
双
子
の
寝
息
乳
母
車

食
卓
が
文
机
と
な
り
ち
ち
ろ
虫

初
春
や
来
る
も
の
は
皆
福
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
キ
ミ
エ

母
の
温
も
り
干
柿
の
宅
配
便

行
く
秋
や
見
慣
れ
し
家
屋
解
体
日

旅
立
つ
友
へ
愛
用
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
原
孝
代

新
緑
に
目
を
う
ば
わ
れ
し
小
道
か
な

参
道
の
ぼ
た
ん
桜
や
ほ
こ
ら
し
く

親
し
友
さ
く
ら
待
た
ず
に
逝
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
寄
佳
子

玄
関
に
注
連
飾
り
た
る
平
和
か
な

縁
台
に
野
菜
と
団
子
月
今
宵

吾
が
干
支
の
羅
漢
を
拝
す
帰
り
花

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
田
部
シ
ツ
イ

草
紅
葉
戦
場
ヶ
原
を
一
人
じ
め

秋
夕
焼
新
幹
線
が
突
き
進
む

空
っ
風
庭
に
見
知
ら
ぬ
葉
の
あ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
中
秀
子

水
温
む
心
ほ
ぐ
れ
し
日
差
し
か
な

春
炬
燵
テ
レ
ビ
の
音
も
夢
の
中

先
ず
妣
に
初
筍
を
供
え
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
裕
子

秋
晴
れ
や
浮
か
れ
し
風
の
影
踊
る

大
根
は
畑
の
横
綱
ず
っ
し
り
と

男
体
山
や
乾
風
指
揮
す
る
髪
の
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
啓
子



翡
翠
の
狩
の
瞬
間
じ
っ
と
見
る

　
　
　

容
易
く
な
い
か
二
度
の
空
振
り

玄
関
に
チ
ャ
イ
ム
は
疎
か
鍵
も
な
し

　
　
　

無
防
備
な
る
も
汚
れ
な
き
集
落

ば
り
ば
り
と
氷
踏
み
つ
け
た
ん
ぼ
道

　
　
　

腕
白
坊
主
の
寒
の
登
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
正
昭

年
賀
状
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
様
変
わ
り

　
　
　

数
あ
る
ハ
ガ
キ
友
の
筆
跡

例
年
の
一
月
二
日
の
書
き
ぞ
め
は

　
　
　

般
若
心
経
書
き
て
一
息

心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
て
散
歩
す
る

　
　
　

ノ
ル
マ
五
キ
ロ
の
橋
か
ら
橋
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
ヒ
ロ
子

朝
の
陽
に
鏡
に
映
る
電
灯
は

　
　
　

丸
く
仄
か
に
月
か
と
思
う

孫
を
乗
せ
部
活
に
通
う
道
の
先

　
　
　

遠
く
に
見
ゆ
る
富
士
山
美
し

千
両
の
そ
ば
に
白
菊
咲
き
お
り
て

　
　
　

色
鮮
や
か
に
初
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
藤
利
子

今
も
な
お
心
に
残
る
信
濃
路
の

　
　
　

梓
の
川
の
白
き
小
石

年
越
し
の
蕎
麦
を
食
し
て
新
年
の

　
　
　

富
士
上
空
の
天
馬
夢
見
る

ピ
カ
ピ
カ
の
五
円
手
に
取
り
参
拝
し

　
　
　

は
し
ゃ
ぐ
園
児
ら
三
十
余
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
喜
三
郎

花
ば
な
の
咲
く
を
夢
見
て
手
入
れ
す
る

　
　
　

体
の
動
く
限
り
と
念
じ

外
壁
工
事
の
塗
料
に
少
し
押
さ
れ
気
味

　
　
　

庭
の
も
く
せ
い
香
り
届
か
ず

何
の
音
か
と
ふ
り
仰
ぐ
空
に
椋
鳥
の

　
　
　

大
群
の
過
ぐ
ね
ぐ
ら
は
い
ず
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
和
芳
子

今
年
こ
そ
結
婚
記
念
日
フ
レ
ン
チ
に

　
　
　

あ
れ
も
こ
れ
も
今
年
の
思
い
出

日
暮
れ
か
ら
納
屋
の
鈴
虫
夜
中
ま
で

　
　
　

満
喫
し
て
い
る
短
い
秋
を

ミ
ル
挽
き
の
朝
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
に

　
　
　

ほ
ん
わ
か
の
ん
び
り
至
福
の
ひ
と
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
梶
弘
幸
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文
芸
部

短
歌

文
芸
部

短
歌

冬
空
に
白
き
わ
び
す
け
通
路
そ
め

　
　
　

和
の
世
界
へ
と
安
ら
ぐ
刻
を

ゆ
ず
実
り
風
呂
に
漬
物
香
り
よ
し

　
　
　

五
感
刺
激
し
自
然
に
感
謝

ろ
う
梅
と
南
天
活
け
て
手
打
ち
蕎
麦

　
　
　

笑
顔
の
一
杯
飛
躍
の
年
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
初
江

八
十
歳
の
声
を
聞
き
た
る
我
ら
夫
婦

　
　
　

何
を
す
る
に
も
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
に

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
と
病
院
の
名
の
面
白
し

　
　
　

院
長
よ
ほ
ど
音
楽
好
き
ね

弦
の
音
久
び
さ
に
聞
く
良
い
音
色

　
　
　

心
洗
わ
れ
気
持
ち
お
ち
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
路
江

夜
は
花
と
じ
て
守
り
し
蒲
公
英
の

　
　
　

綿
毛
め
ざ
し
ぬ
夢
に
見
た
里

面
伏
せ
て
ゆ
る
き
歩
み
の
風
の
盆

　
　
　

編
笠
深
く
微
笑
の
こ
し

亡
き
妻
の
化
身
か
蝶
の
留
ま
り
て

　
　
　

広
げ
し
羽
は
何
を
語
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
一
男



タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
か
よ
子

喜
寿
を
む
か
え
た

七
十
七
年
間

お
だ
や
か
な
ス
ト
ー
リ
ー
ば
か
り
で

は
な
か
っ
た
は
ず
だ

プ
ロ
ロ
ー
グ
か
ら
エ
ピ
ロ
ー
グ
ま
で

た
く
さ
ん
の
人
に
か
か
わ
り
あ
い

喜
び

怒
り

楽
し
さ

哀
し
み

愛
お
し
さ

様
々
な
心
の
つ
か
え

模
索

そ
れ
ら
が
人
間
と
し
て
私
を
肉
付
け

大
き
く
し
て
く
れ
た

平
坦
な
道
の
り
で
は
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
で
こ
ぼ
こ
を
乗
り
こ
え

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
え
ば

す
べ
て
の
苦
し
み

重
み
は
感
じ
な
い

こ
れ
か
ら
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
が
流
れ
る
ま
で

や
さ
し
く

楽
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
を

悔
い
な
く
自
身
で
演
出
し
て
い
こ
う
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文
芸
部

詩

文
芸
部

詩

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
真
知
子

黄
昏
と
彼
誰
の
空
を
砕
い
て

窓
に
隙
間
な
く
嵌
め
込
む
の

ど
ん
な
喜
び
も
悲
し
み
も

私
を
引
き
裂
け
ぬ
よ
う
に

ア
ネ
ク
メ
ー
ネ
の
底
の
小
屋

訪
わ
ぬ
稀
人
の
た
め
に

蛇
苺
で
ジ
ャ
ム
を
煮
て

シ
ェ
ノ
メ
レ
ス
の
タ
ル
ト
を
焼
き
ま
し
ょ
う

珪
化
木
の
テ
ー
ブ
ル
に
は

い
つ
か
の
ミ
ル
ク
瓶
に
春
紫
苑
を
活
け

香
草
の
お
茶
を
淹
れ
て
待
ち
ま
し
ょ
う

罅
の
入
っ
た
石
板
に

蝋
石
で
小
説
を
書
き
な
が
ら

頬
杖
を
つ
く
う
ち
に

窓
の
外
が
滅
ぶ
ま
で

も
し
く
は

私
が
時
間
に
解
け
る
ま
で

歩
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
水
忍

絶
壁
に
立
つ

歯
の
奥
が

カ
タ
カ
タ
音
を
立
て

不
安
を
増
幅
さ
せ
て
い
く

足
元
の
震
え
を

抑
え
な
が
ら

こ
の
恐
れ
は

ど
こ
か
ら

な
ぜ
自
分
は
こ
こ
に

こ
の
場
所
で

通
り
過
ぎ
た
季
節
を
数
え
る

こ
と
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か

若
さ
故
に

遠
く
を
追
い
求
め

若
さ
故
に

荷
を
背
負
い

足
元
の
深
さ
を

計
り
か
ね
て

立
ち
つ
く
す

飛
び
越
え
る
こ
と
も

向
こ
う
側
に
渡
る

こ
と
も

止
め
て
し
ま
え
ば

新
し
い
世
界
が
始
ま
ら
な
い

遠
ま
わ
り
し
て
も

自
分
の
歩
幅
で
歩
い
て
行
け
ば

新
し
い
景
色
が
見
え
て

く
る
の
か
も
知
れ
な
い




